「江戸川区で起こり得る水害と備えについて」平成29年8月26日（土）
江戸川区危機管理室

～バームハイツ西葛西　防災勉強会～

１　江戸川区の地勢
○ 三方を川と海に囲まれた「水」と「緑」の豊かなまち
○ 陸域の７割がゼロメートル地帯（地盤沈下によるもの）
○ 洪水　⇒　最大浸水深５ｍ　　高潮　⇒　過去最大潮位5.1ｍ

２　水害時の避難行動　水害が起こりそうな時には…
 （１） 大雨（集中豪雨・ゲリラ豪雨・前線停滞時）のとき
⇒ まず正確な気象情報等を収集し、必要に応じて雨をしのげる場所で待避し雨量の状況を確認のうえ、次の行動をとります。
（２） 大規模な水害（洪水・高潮）のとき　原則広域避難
⇒ 事前（２～３日前）に気象情報（超大型台風の進路・勢力等）や河川の水位情報を気象庁等から収集し避難方法やタイミング等を検討します。
※水害は発災までに時間的猶予があるため、事前の対策がとれます。
★☆避難情報とみなさんの行動☆★　
	緊急度高い

	避難情報の種類
	みなさんの行動

	　低い

	避難指示（緊急）
	直ちに避難してください
屋外が危険な場合は、屋内の高い所に避難してください

	
	避難勧告
	速やかに避難を開始してください
地下など低い所にいる方は、高い所に避難してください

	
	避難準備・
高齢者等避難開始
	いつでも避難ができる準備をし、危険を感じたら避難を開始してください
要配慮者とその家族(支援者)は、避難を開始してください



３　情報収集・安否確認方法365日  人に発信

○ 防災行政無線 ⇒【防災放送確認ダイヤル03（3652）1284】
○ えどがわメールニュース、 ツイッター、フェイスブック、
○ エリアメール、緊急速報メール（NTTドコモ、ａｕ、ソフトバンク）
○ ＦＭえどがわ（割り込み放送）
○ 災害用伝言ダイヤル「１７１」、災害用伝言板サービス

４　災害時の３助
○ 自助（自分の命は自分で守る　～生き残るための備え～ 自己愛・家族愛 ）
○ 共助（助かった命を皆で守る・繋ぐ　地域愛・助け愛・支え愛 ）
○ 公助（公的支援　～区民の生命と財産を守る為の準備～）

 
≪参考資料≫



えどがわメールニュース
[image: ]




QRコードを読み取り、サイトにアクセスして「空メール」を送信します。

[image: ]QRコードの読み取りができない場合は下記アドレスに空メール
を送信してください。
t-edogawamail@sg-m.jp
QRコード





≪　配　信　内　容　≫
	１階層（ジャンル）
	２階層（カテゴリ）

	防災情報
	□災害情報・気象警報　　□注意報　　□地震情報（震度４以上）
□津波情報　　□指定河川洪水予報　　□竜巻注意情報

	防犯情報
	□中央地区　　□小松川・平井地区　　□葛西地区
□小岩地区　　□東部地区　　□鹿骨地区

	消費者生活情報
	□消費者生活情報

	認知症行方不明者情報
	□認知症行方不明者情報

	その他の情報
	□熱中症情報・光化学スモッグ警報　　
□停電情報・電力需給ひっ迫情報　　□事件・火災・事故等


[bookmark: _GoBack]※情報料は無料です。ただし、受信にかかる通信料は登録者負担となります。Point
・「災害に備える」ということは、「知る」ということ
・災害への備え(準備)は、生き残ってこそのもの  命がなければ活用できない
・「全部を完璧に」より、「できることから一つずつ」一歩を踏み出すことが大切
・「知っている」から、「やっている」に少しずつ変えていきましょう
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